
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年  ７月号 

栃木県立宇都宮東高等学校 

梅雨が明けると夏本番。もうすぐ夏休みですね。 

暑いとついだらだらと過ごしてしまいがちですが、生

活リズムを崩さないよう心がけ、悔いのない充実した夏

休みにしたいですね。 

  

「もしも熱中症に 

なってしまったら」 

～応急処置の仕方～ 

日陰で横になる 水分をとる 

首、わきの下、足のつけ根を冷やす 意識がないときは救急車を 

水分をこまめに補給し、体調が悪い時は無理をしないなど、予防に努めましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献血～現場リポート～ 
毎年恒例の献血。今年は７月６日（木）に実施しました。 

当日の様子をお伝えします。 

②体育館前に駐車された献血車。保健室で受付・医

師による問診が済んだら、献血車へ移動します。 

①まずは保健室で受付。タブレット（タッチ

パネル）で問診への回答をします。 

③献血車内の様子。ヘモグロビン濃度（血の濃さ）

検査等を実施し、献血ができるか判断されます。 

④いよいよ献血。笑顔を見せて余裕の表情の人もい

れば、緊張気味の人も…。 

⑤献血が済んだら、保健室に戻ってしばし休憩。 

無事終わった安心感もあり、話も弾みます。 

 

アンケートで回答が多かったのは… 

 □献血をしてみようと思った理由は何ですか？ 

  ・興味があった  ・昨年してみて、今年もしてみたいと思った 

  ・プレゼントが欲しかった  ・保健委員に誘われた 

  ・授業が抜けられる   …など 

 □実際に献血をしてみてどうでしたか？ 

  ・楽しかった  ・やってみてよかった  ・学校でならまたやってみたい 

  ・献血ルームでもやってみたい   …などでした。 

 

献血申込者数ランキングは 

＜１位＞３の１  ＜２位＞３の４  ＜３位＞３の２、２の１、２の３ でした。 

今年は保健委員がクラスへの声かけを頑張ってくれました。中には自ら献血に

協力してくれた保健委員もいて、感激しました。 

学校での献血は、仲間も一緒なのが心強く 

ていいところ。まだ献血を体験したことのない 

皆さん。来年はぜひ挑戦してみませんか？ 

                     

６月２３日（金）に３年生を対象に、

「性に関する講話」が行われました。 

講師の相田助産師からは、妊娠や出産、

性感染症についての講話をいただきま

した。「命はつないでいくもの」という

言葉がとても印象的でした。自分たち

が生まれてきた意味を考える、貴重な

機会となったのではないでしょうか。 


